
衣
料
品
店
「
ユ
ニ
ク
ロ
」

を
展
開
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
の
柳
井
正
会
長

兼
社
長
は
六
月
二
十
四
日
、
、

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受

賞
者
で
京
都
大
の
山
中
伸
弥
、

本
庶
佑
両
教
授
の
研
究
を
支

援
す
る
た
め
、
十
年
間
で
総

額
百
億
円
を
寄
付
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

山
中
氏
は
再
生
医
療
に
用

い
る
人
工
多
能
性
幹
細
胞

（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
を
作
る
施

設
を
二
０
二
一
年
か
ら
建
設
。

現
在
は
備
蓄
す
る
他
人
の
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
い
る
が
、

拒
絶
反
応
を
防
ぐ
た
め
患
者

自
身
に
由
来
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
を
百
万
円
程
度
で
提
供
す

る
技
術
に
つ
い
て
二
十
五
年

三
月
ご
ろ
の
実
用
化
を
目
指

し
て
い
る
。
寄
付
五
十
億
円

の
う
ち
四
十
五
億
円
を
こ
れ

ら
の
事
業
に
充
て
、
五
億
円

は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
態

解
明
や
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
用

い
る
考
え
だ
。
ま
た
、
が
ん

免
疫
療
法
を
開
発
し
た
本
庶

氏
の
研
究
と
若
手
研
究
者
の

育
成
を
支
援
す
る
た
め
、
京

大
に
「
柳
井
基
金
」
を
設
置

し
、
五
十
億
円
の
寄
付
全
額

を
充
当
す
る
。
山
口
県
宇
部

市
で
育
っ
た
本
庶
氏
が
同
市

出
身
の
柳
井
氏
に
支
援
を
求

め
、
同
氏
が
応
じ
た
と
い
う
。

三
氏
は
京
大
で
記
者
会
見

し
、
柳
井
氏
は
「
生
物
や
医

学
は
ま
だ
ま
だ
分
か
っ
て
い

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
我
々

は
、
世
の
中
、
日
本
を
良
く

し
た
い
思
い
は
変
わ
ら
な
い
」

と
語
っ
た
。
本
庶
氏
は
「
使

途
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
民
間
基
金
の
有
利
な
点

だ
」
と
強
調
。
山
中
氏
は

「
こ
う
い
う
寄
付
は
研
究
組

織
を
運
営
し
て
い
く
上
で
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
を

中
心
に
指
さ
し
や
手
話
な
ど

で
接
客
す
る
カ
フ
ェ
を
東
京

都
内
に
開
業
し
ま
し
た
。
同

社
が
推
進
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
活
動
の
一
環
で
、
多
様

な
働
き
方
や
障
が
い
者
の
新

た
な
雇
用
創
出
を
後
押
し
す

る
試
み
で
す
。
都
内
の
ろ
う

学
校
近
く
に
「
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー

n
o
n
o
w
a

（
ノ
ノ
ワ
）
国
立
店
」
を
開

業
し
、
「
サ
イ
ニ
ン
グ
ス
ト

ア
」
と
称
し
て
、
従
業
員
25

人
の
う
ち
19
人
が
聴
覚
に
障

害
が
あ
る
人
た
ち
を
雇
用
し

て
い
ま
す
。
手
話
を
共
通
言

語
と
し
て
、
接
客
や
店
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
主
に
手
話
や
指
さ
し
で
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
手
話
を

知
ら
な
い
顧
客
に
も
楽
し
ん

で
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

店
内
に
は
工
夫
が
施
さ
れ
、

壁
に
は
簡
単
な
手
話
の
表
現

を
描
い
た
絵
が
並
び
、
参
考

に
し
な
が
ら
手
話
を
知
ら
な

い
人
も
手
話
や
指
さ
し
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

筆
談
や
音
声
で
の
注
文
も
可

能
で
、
ス
タ
バ
は
世
界
規
模

で
働
く
人
の
多
様
性
や
社
会

包
摂
の
推
進
を
掲
げ
、
障
が

い
や
性
差
を
問
わ
な
い
採
用

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
海
外
の
店
舗
や
国
内
で

も
二
年
前
か
ら
一
部
店
舗
で

「
サ
イ
ニ
ン
グ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
と
称
し
て
時
間
限
定

で
手
話
の
み
の
接
客
を
す
る

試
み
を
実
施
し
て
き
た
よ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
は

常
に
多
様
に
変
化
し
、
働
き

方
も
多
様
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
固
定
概
念

か
ら
成
熟
社
会
に
お
け
る
新

し
い
生
活
に
変
化
し
て
ま
す
。

令
和
二
年
六
月
二
十

六
日
（
金
）
、
『
須
木

中
学
校
生
徒
総
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

須
木
中
学
校
の
輝
か

し
い
未
来
を
考
え
て
の

生
徒
に
よ
る
生
徒
の
た

め
の
未
来
会
議
で
す
。

假
屋
く
る
み
生
徒
会

長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、

重
笑
世
さ
ん
と

黒
木
里
海
さ
ん
の
議
長

で
総
会
が
進
み
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
で
昨
年

度
の
活
動
報
告
、
第
二

号
議
案
で
令
和
二
年
度

の
生
徒
会
活
動
方
針
、

第
三
号
議
案
で
各
学
級

か
ら
の
提
出
議
題
と
し

て
、
「
人
と
接
す
る
上

で
の
マ
ナ
ー
」
に
つ
い

て
全
校
討
議
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

『
い
じ
め
撲
滅
宣
言
』

を
行
っ
て
本
年
度
の
生

徒
総
会
が
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

「
初
志
貫
徹
」
、
こ

れ
が
本
年
度
の
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
こ

の
生
徒
総
会
で
確
認
し

た
事
を
常
に
意
識
し
て

最
後
ま
で
自
分
を
貫
き

通
し
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。
自
分
に
嘘
を
つ

か
な
い
！
と
い
う
事
は

非
常
に
難
し
い
事
で
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
を
客
観
的
に

見
つ
め
て
、
自
分
で
考

え
て
決
め
た
事
を
最
後

ま
で
や
り
通
す
強
さ
を

身
に
付
け
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

全
校
討
議
の
「
人
と
接

す
る
上
で
の
マ
ナ
ー
」

に
つ
い
て
も
、
色
々
な

考
え
方
や
接
し
方
が
あ

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

須
木
中
学
校
に
来
ら
れ

る
お
客
様
が
、
ま
た
須

木
中
学
校
を
訪
問
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
接
し
方
に
つ

き
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
講
師
と
し

て
来
校
さ
れ
る
方
々
が

増
え
て
い
ま
す
。
講
演

後
の
質
疑
の
時
間
に
、

生
徒
た
ち
が
全
員
手
を

挙
げ
て
質
問
す
る
学
校

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

講
師
の
先
生
、
き
っ
と

ま
た
や
り
た
い
と
気
持

ち
よ
く
帰
ら
れ
る
と
思

い
ま
せ
ん
か
？
マ
ナ
ー

と
は
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
の
お
も
て
な
し

が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
だ
と
思
い
ま
す
。

須
木
中
学
校
の
生
徒

一
人
一
人
が
そ
こ
ま
で

考
え
た
立
ち
居
振
る
舞

い
が
自
然
に
で
き
る
と

最
高
で
す
ね
！

七
月
の
第
一
週
は
、

宮
崎
県
命
の
教
育
週
間

で
す
。
併
せ
て
、
小
林

市
人
権
教
育
週
間
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
命
の
講
演
会
「
か
け

が
え
の
な
い
命
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー
宮
崎

命
の
会
よ
り
上
杉
省
栄

さ
ん
が
来
校
さ
れ
、
ご

自
身
の
経
験
談
を
生
徒

た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
、
私
た

ち
が
こ
こ
に
存
在
し
て

い
る
奇
跡
（
命
の
リ
レ
ー
）

や
、
生
き
た
く
て
も
生

き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
桃
ち
ゃ
ん
の
話
か
ら
、

命
の
尊
さ
や
大
人
の
愛

情
、
言
葉
の
大
切
さ
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

宮
日
子
ど
も
新
聞
に
、

生
徒
作
品
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
表
現
力
に
磨
き
が
！

「
肉
」

私
は
肉
が
好
き
だ

大
好

き
だ

例
え
ば

か
ら
あ
げ

果
汁
の
よ
う
に
ジ
ュ
ー
シ
ー

で

外
の
こ
ろ
も
は

サ
ク
ッ

サ
ク
ッ

サ
ク
ッ
合
唱
を
は

じ
め
る

私
は
肉
が
好
き
だ

大
好
き
だ

例
え
ば

焼

き
肉

私
の
耳
い
っ
ぱ
い
に

ジ
ュ
ー

ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー

合
唱
を
始
め
る

私
は
肉
が

好
き
だ

大
好
き
だ

［
二
年

西
道

桃
佳
］

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
に

わ
た
し
は
ま
っ
す
ぐ
に

夢

に
向
か
っ
て

飛
び
続
け
て

く
［
二
年

片
地

和
奏
］

水
た
ま
り

焦
る
気
持
ち

と

は
ね
る
泥

［
三
年

花
牟

美
紅
］

セ
ミ
の
声

夏
の
風
を

運
ん
で
く
る

ぼ
く
の
こ
こ

ろ
も

夏
色
に
な
る

［
二
年

蒲
生

悠
翔
］

第４号 小林市立須木中学校だより 令和２年７月２２日 第４号 小林市立須木中学校だより 令和２年７月２２日

長期間の休校で、ずっと子どもたちと過

ごした保護者の皆さま、どうでしたか？

ご自身の時間がなかなかとれずにしんど

い思いをされた方がたくさんいらっしゃる

ことでしょう。どんなにしんどい時でも、

ついついそれを「平気」だと嘘をつかなけ

ればならないような風潮も、もっとしんど

いですよね。正直に言っていいのですよ。

「しんどい」と。さぁ、今回はちょっぴり、

そんな「嘘」について考えてみましょう。

本人はよかれと思って子どもにいろいろ

な声をかけます。ですが、未成熟が許され

るはずの子どもたちを無意識のうちに追い

つめてしまうような言葉も少なからず使っ

てしまっています。最たるものが「夢は必

ず叶う！」。そう「DREAMS COMETRUE」と

いう言葉です。いやいや、叶わない夢の方

が圧倒的に多い事を大人の方がうんと味わっ

てきているはずです。大切なことは、努力

をすることがいかに尊いかを説く事であっ

て、少しメッセージがすり替わってしまっ

ているように思います。

評価すべきポイントは、「夢が叶ったか

叶わなかったか」という対極論ではなく、

「叶えようと一生懸命努力したかどうか」

ではないでしょうか。それならば、夢が破

れたとしても「君の努力が足りないからだ」

という追い打ちではなく、「よく頑張った

ね」という自己肯定感を育む言葉をかける

ことができます。挫折はとても大切な経験

です。「ダメだった」という悔しさは人生

にとても必要なスパイスです。だからこそ、

安心して失敗・挫折ができることもまた、

子どもの特権だと思うのです。

皆さんの愛しい愛しい子どもたちが、今

日もまた彼らなりに一生懸命頑張っていま

す。それでもうまくいかないもどかしさと

向き合っています。そのこと自体を、うん

と認めて抱きしめてみましょう。子どもを

抱きしめるその瞬間、あなたも子どもさん

から抱きしめられているのです。

ちなみに、子どもが家にいることが日常

の方もいらっしゃいます。不登校のお子さ

んがおられる家庭は、まさにその状況とい

つも直面しています。疲れてしまった時、

たまにはちょっぴり『不良』になってみま

せんか。ずっと嘘をつき続けてまで良い親

を続ける必要はありませんよ。

福岡県たちばな高校 校長ちゃんより

「
人
の
た
め
に
！
」
「
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」

須木中学校
文責：佐土原

須
木
中
通
信

力を発揮した生徒たち！

豊
か
な
表
現
力

命
の
講
演
会

～ 大 人 の 嘘 ～

手
話
ス
タ
バ



令
和
二
年
度
の
第
一

回
学
力
診
断
テ
ス
ト
が
、

六
月
二
十
三
日
・
二
十

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
力
診
断
テ
ス
ト
と
は
、

中
学
校
三
年
生
を
対
象

と
し
た
実
力
テ
ス
ト
で
す
。

広
域
で
同
じ
テ
ス
ト
を
受

験
す
る
事
で
、
広
域
で
の

自
分
の
学
習
の
定
着
度

が
把
握
で
き
ま
す
。
こ
の

実
力
テ
ス
ト
は
、
年
間
四

回
行
わ
れ
ま
す
。
三
年

生
に
な
っ
て
初
め
て
の
実

力
テ
ス
ト
は
、
県
下
か
ら

四
七
一
三
名
が
受
験
し

ま
し
た
。
こ
の
実
力
テ
ス

ト
へ
の
取
組
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

計
画
的
に
日
常
か
ら

色
々
な
事
を
想
定
し
て

準
備
を
整
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

こ
の
テ
ス

ト
に
限
ら
ず
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
テ
ス
ト
や
行
事
の

準
備
を
し
っ
か
り
す
る
習

慣
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
日
常
の
生
活
に
期

待
い
た
し
ま
す
。

六
月
二
十
九
日
・
三
十

日
は
定
期
（
中
間
）
テ
ス

ト
で
し
た
。
令
和
二
年
度

に
な
っ
て
学
習
し
た
内
容

の
理
解
度
を
確
認
す
る

と
共
に
、
教
師
側
は
指

導
方
法
の
確
認
を
行
い
、

教
え
方
の
改
善
を
確
認

す
る
テ
ス
ト
で
も
あ
り
ま

す
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
、

初
め
て
の
定
期
テ
ス
ト
で

緊
張
感
も
あ
っ
て
取
組
に

も
工
夫
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
重
要
な
の
は
、
テ
ス

ト
後
の
自
己
分
析
で
す
。

テ
ス
ト
へ
の
取
組
と
結

果
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
人
に

あ
っ
た
学
習
の
仕
方
を
確

立
す
る
こ
と
で
す
。
学
習

の
仕
方
（
学
び
方
）
が
習

慣
化
さ
れ
る
ま
で
は
意

識
し
て
進
ん
で
実
践
す
る

こ
と
で
す
。
是
非
、
家
庭

で
の
学
習
習
慣
が
確
立
で

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

七
月
三
日
（
金
）
、
人

権
に
つ
い
て
考
え
る
学
習

「
逆
転
の
発
想
で
（一
年
）」、

「
大
切
に
し
た
い
一
人
一

人
の
権
利
（
二
年
）
」
、「
い

ろ
い
ろ
な
マ
ー
ク
を
見
つ

け
て
み
よ
う
（
三
年
）
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
人

権
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
・

教
師
一
人
一
人
が
人
権

意
識
を
磨
き
・
高
め
、
保

護
者
や
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
る
機
会
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

自
分
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
世
界
に
視
野
を

広
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
期

待
い
た
し
ま
す
。

三
年
生
が
将
来
の
事
を

真
剣
に
考
え
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

一
回
目
の
高
校
説
明
会

を
企
画
し
、
①
宮
崎
学

園
、
②
日
章
学
園
、
③

都
城
高
校
、
④
宮
崎
第

一
、
⑤
宮
崎
日
大
の
五

校
の
説
明
を
聴
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ど
の
学
校

も
特
色
の
あ
る
学
校
で

す
。
二
十
分
の
短
い
説
明

で
は
理
解
で
き
な
い
部
分

も
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
気
に
な
る
学
校
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
各
地
で
水
難
事

故
の
報
道
を
耳
に
す
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
健
体
育
の
学
習
で
、

全
校
生
徒
・
全
職
員
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生

法
の
理
論
と
実
技
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
を
須
木
分
遺
所

の
方
々
に
お
願
い
し
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
等
の
実
技
講
習
で
し

た
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
全
員
が
人
形
を
使
っ
た

実
技
を
体
験
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
、
学
ん
だ
事
が
生
か
さ

れ
る
事
が
重
要
で
す
。

全
校
生
徒
を
対
象
に

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。
講
師
を

小
林
警
察
署
に
お
願
い

し
、
全
国
的
な
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
共
に
、
自
分

た
ち
の
事
と
し
て
考
え
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、

誰
と
で
も
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
手
軽
に
物
が
手

に
入
る
社
会
で
す
。
倫
理

的
な
こ
と
、
道
徳
的
な
価

値
、
社
会
貢
献
等
に
つ
い

て
、
真
剣
に
考
え
て
行
動

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

六
月
に
続
き
、
七
月

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
、

七
月
一
日
は
、
立
正
大

学
心
理
学
の
鹿
嶋
真
弓

教
授
か
ら
全
校
生
徒
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
の
変
化
に
よ
り

人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ

ト
が
普
及
し
、
人
間
の

仕
事
が
奪
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ

な
い
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
考
え
や
生
活
を
心

が
け
て
い
け
ば
よ
い
か

等
を
学
び
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
必
要
と

さ
れ
る
二
十
一
世
紀
型

資
質
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
い
う
形
で
学

ん
だ
よ
う
で
す
。

二
年
生
は
、
六
月
の

飯
野
高
等
学
校
の
生
徒

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
続
き
、
教
育
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
羽
田
野
祥
子
さ

ん
か
ら
、
「
人
見
知
り

か
ら
の
脱
却
」
と
い
う

題
材
の
授
業
を
受
け
ま

し
た
。
羽
田
野
さ
ん
の

中
・
高
校
時
代
の
考
え

方
や
大
学
を
卒
業
し
て

か
ら
の
「
働
く
」
と
い

事
の
捉
え
方
や
生
き
方
、

さ
ら
に
現
在
の
仕
事
の

考
え
方
や
価
値
観
な
ど
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
た

い
へ
ん
貴
重
な
話
で
し

た
。
人
見
知
り
だ
っ
た

羽
田
野
さ
ん
が
、
現
在

は
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
生
き

生
き
と
活
動
さ
れ
て
い

る
姿
が
凄
い
と
感
じ
た

二
年
生
た
ち
で
し
た
。

三
年
生
は
、
こ
す
も

す
科
の
「
夢
を
つ
か
も

う
」
と
い
う
単
元
で
、

こ
ゆ
財
団
の
教
育
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
専
門

官
の
中
山

隆
さ
ん
を

講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
社
会
の

話
や
動
画
を
視
聴
し
な

が
ら
、
未
来
の
自
分
を

想
像
し
た
り
、
考
え
る

と
い
う
授
業
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
成
熟
社

会
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
る
の
か
、
須
木

地
区
の
未
来
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か

が
楽
し
み
で
す
。

第４号 小林市立須木中学校だより 令和２年７月２２日 第４号 小林市立須木中学校だより 令和２年７月２２日

第
一
回
学
力
診
断

テ
ス
ト
開
催
！

２日（日） オープンスクール（小林西）

３日（月） オープンスクール（小林体育）

４日（火） オープンスクール（小林普通）

５日（水） オープンスクール（飯野）

６日（木） オープンスクール（小林秀峰）

１９日（水） 家庭訪問

２４日（月） サマースクール

２５日（火） 授業再開日

２７日（木） 全校専門委員会

３１日（月） 高校説明会

※ 新型コロナウイルス、熱中症に気をつけ

ながら新たなことに挑戦して欲しいです！

８月の主な行事！

須木中学校区の教育目標

６月２３日、沖縄全戦没者追悼式が開催さ

れました。追悼式で沖縄県立首里高等学校の

高良朱香音さんが詩を朗読しました。

「あなたがあの時」

「懐中電灯を消してください」一つ、また

一つ光が消えていく 真っ暗になったその場所は まだ昼間だとい

うのに あまりにも暗い 少し湿った空気を感じながら 私はあの時

を想像する あなたがまだ一人で歩けなかったあの時 あなたの兄

は人を殺すことを習った あなたの姉は学校へ行けなくなった あ

なたが走れるようになったあの時 あなたが駆け回るはずだった野

原は真っ赤っか 友だちなんて誰もいない あなたが青春を奪われ

たあの時 あなたはもうボロボロ 家族もいない 食べ物もない た

だ真っ暗なこの壕（ごう）の中で あなたの見た光は 幻となって

消えた。「はい、ではつけていいですよ」 一つ、また一つ光が増え

ていく 照らされたその場所は もう真っ暗ではないというのに あ

まりにも暗い 体中にじんわりとかく汗を感じながら 私はあの時

を想像する あなたが声を上げて泣かなかったあの時 あなたの母

はあなたを殺さずに済んだ あなたは生き延びた あなたが少女に

白旗を持たせたあの時 彼女は真っ直ぐに旗を掲げた 少女は助かっ

た ありがとう あなたがあの時 あの人を助けてくれたおかげで

私は今ここにいる あなたがあの時 前を見続けてくれたおかげで

この島は今 ここにある あなたがあの時 勇気を振り絞って語って

くれたおかげで 私たちは知った 永遠に解かれることのない戦争

の呪いを 決して失われてはいけない平和の尊さを ありがとう

「頭、気をつけてね」 外の光が私を包む真っ暗闇のあの中で あ

なたが見つめた希望の光私は消さない 消させない 梅雨晴れの午

後の光を感じながら 私は平和な世界を創造する あなたがあの時

私を見つめたまっすぐな視線 未来に向けた穏やかな横顔を 私は

忘れない 平和を求める仲間として。

終戦から７５年。先人が命をかけて守ってくれた日本です。良い

形で次の世代に引き継ぐために考えて行動したいものです！

沖縄全戦没者追悼式！

中
間
テ
ス
ト

「
須
木
中
学
校
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

人

権

学

習

高
校
説
明
会

心
肺
蘇
生
法

薬
物
防
止
教
室


